
今回計画における検討方針

①交流拠点用地の検討

②旅客船埠頭の再検討

③港に訪れた人々が憩い・楽しめる緑地の整備

④-1 交通船等の収容施設検討

⑤埠頭の効率的・効果的な利用
・大型岸壁を利用する貨物の見通し等をもとに、埠頭別貨物
の利用調整及び新規岸壁の整備

⑥現計画の早期着工(木更津物揚場)

⑦埋立計画中止による水域利用計画の変更
（小型船だまり計画見直しによるガット船収容施設の検討）

⑩-1 マリーナ計画の見直し
⑩-2 既存施設の活用
⑩-3 有効スペースを活用したボートパーク等の整備

⑪耐震強化岸壁配置の再検討

⑨貨物増加に向けた取り組みの強化

吾妻地区 交流厚生用地 0.7ha

吾妻地区 旅客船埠頭 (-4) 90ｍ

吾妻地区 緑地 2.6ha

吾妻地区 小型船だまり (-3)505ｍ 小型桟橋9基（うち2基既設)

木更津南部地区
公共埠頭 (-12) 1B 240ｍ
公共埠頭 (-12) 1B 260ｍ（Ｈ岸壁の20ｍ延伸)

木更津南部地区 公共埠頭 (-5.5) 3B 300ｍ(既定計画)

木更津南部地区 港湾関連用地等の確保⑧-2 埋立計画中止による土地利用計画の変更(未分譲地）

⑧-3 将来構想(海洋性レクリエーションゾーン)に向けた公共
用地の確保

木更津南部地区 小型船だまり(-5.5) 1,084ｍ

富津地区

吾妻地区

木更津南部地区

富津地区

マリーナ計画の廃止
小型船だまり 吾妻地区ボートパーク(100隻収容)

小型船だまり 潮浜船だまり(既定計画190隻収容)

小型船だまり 新富船だまり(既定計画60隻収容)
残り93隻は将来構想

吾妻地区 ビジターバース

木更津南部地区 耐震強化岸壁 (-12) 1B 240ｍ

木更津南部地区との機能分担

吾妻地区

木更津南部地区

富津地区

吾妻地区
木更津南部地区

富津地区

今回計画における対応
(概ね10年後)

既存緑地と連携した新たな緑地の整備

長期構想における主要施策の展開方向
(概ね30年後)

港に訪れた人々をもてなす施設の整備

旅客船埠頭の整備

プレジャーボートの収容

船舶の大型化に対応した
大水深岸壁の整備

水面貯木場における
海洋性ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ関連施設の整備

防災機能の整備

交通船等の収容

観光
交流

アメニティ

観光
交流

アメニティ

水面利用は将来構想

物流 公共埠頭の利用促進

ガット船等の収容

物流 既存埠頭の利用促進

観光
交流

アメニティ
既存緑地の有効活用

観光
交流

アメニティ

⑩-4 海の駅と一体的なビジターバースの検討

防災

木更津南部地区 現利用の継続

木更津南部地区 公共用地の確保

富津地区 緑地(既定計画)の整備促進

【今回計 画にお ける対応 結果】 
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陸 域 側 の 取 り 組 み と の 連 携  

出展：みなと木更津の将来イメージ(みなと木更津再生構想推進協議会資料)をもとに作成
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